
2022 年度文系チャレンジ講座（第３回）を実施しました 

7 月 20 日（水）に経済学部の松岡 輝美先生を講師に迎え、

「持続可能な発展のためのサーキュラーエコノミー」というテー

マで、文系チャレンジ講座第３回を実施しました。遠隔配信した

安心院、国東、別府翔青、大分雄城台、大分鶴崎、大分西、三重

総合、臼杵、竹田、日田、中津南、大分舞鶴、大分豊府、芸術緑

丘、大分東、玖珠美山、中津北、日出総合、大分の１９校２６８

名が受講しました。 

松岡先生は、ＳＸ（サステナビリティ・トランスフォーメーシ

ョン）を実現するためのＩＣＴ活用について話をされました。「企

業のサステナビリティ」を実現するためには、企業が社会的責任

を明確にし、企業利益だけを追求するのではなく、「社会のサステ

ナビリティ（将来的な社会の姿や持続可能性）」を考えていかなけ

ればならない、そのためには、リニアエコノミー（大量生産・大

量消費、そして廃棄という直線型経済）からサーキュラーエコノ

ミーへの転換が必要であ

るという説明がありまし

た。そしてサーキュラーエコノミーを実現するためには、設計段

階で３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）に適した設計や、

再生可能な資源由来の素材を積極的に使用すること、次に生産

段階で生産工程の最適化による生産ロスを実現し、需要に応じ

た供給を徹底することによる販売ロスの実現などが大切である

という話をされました。 

 また消費者を巻き込んだ活動として、一般の消費者がモノや場所、

スキルなどを必要に応じて提供・共有する「シェアリングサービス」

や、消費者同士で取引するＣtoＣの「ビジネスモデル」について話

があり、企業と提供者と利用者をつなぐ役割をＩＣＴが果たしてい

る実例として、「Litterati」というアプリが紹介されました。これ

は、ゴミを見つけたら写真を撮るというもので、蓄積された写真を

共有したり分析したりする

ことが、様々な課題発見や課

題解決のための行動につながるという興味深いものでした。 

 受講生からは「１７の持続可能な開発目標の中で、日本は環境

に関する目標の達成率が世界でも特に低かったので、一人一人が

この現状を知り、環境をより良くする取組をしていく必要がある

と思った。」「ゴミから廃棄物を減らすという発想はすごいと思う。

企業側も消費者側も互いにゴミを減らす努力をしていくことが、

サーキュラーエコノミーにつながると思った。」等の感想が寄せられました。 


